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別紙様式４－４                      北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


基準４ 学位授与方針及び教育課程方針に則して、適切な授業形態、学習指導法が採用されていること 


分析項目４－４ 教育上主要と認める授業科目は、原則として専任の教授・准教授が担当していること 


【分析の手順】 


・教育上主要と認める授業科目の定義を確認する。 


・教育上主要と認める授業科目への専任の教授又は准教授の配置状況（該当する授業科目数、そのうち専任の教授又は准教授が担当する科目数、専任の講師


が担当する科目数）を確認する。 


※実際に授業を担当しない場合でも、専任の教授又は准教授が授業の内容、実施、成績に関して責任を持っている場合は、その授業科目を分析項目の状況に


準ずるものとして分析することが可能 


 


・教育上主要と認める授業科目（別紙様式４－４）                           


（北陸先端科学技術大学院大学）                                                   令和元年５月 1日現在 


教育研究上の基本組織 


又は 教育課程 
教育上主要と認める授業科目の定義 授業科目数 


専任の教授又は准教授が 


担当する科目数 
備考 


先端科学技術研究科 


融合科学共同専攻 


基幹教育科目 ３科目 ０科目  


異分野「超」体験科目 ３科目 ３科目 
うち１科目は金沢大学との共同開


講科目 


社会実装科目 １科目 １科目  


研究支援科目 ４科目 ４科目  


 


 


 


 


 


 


 







別紙様式４－４                      北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


 


（金沢大学）                                                            令和元年５月 1日現在 


教育研究上の基本組織 


又は 教育課程 
教育上主要と認める授業科目の定義 授業科目数 


専任の教授又は准教授が 


担当する科目数 
備考 


新学術創成研究科 


融合科学共同専攻 


基幹教育科目 ４科目 ２科目  


異分野「超」体験科目 ３科目 ３科目 
うち１科目は北陸先端科学技術大


学院大学との共同開講科目 


社会実装科目 １科目 １科目  


研究支援科目 ４科目 ４科目  


 








別紙様式５－１ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


基準５ 学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていること 


分析項目５－１ 学生のニーズに応え得る履修指導の体制を組織として整備し，指導，助言が行われていること 


【分析の手順】 


・ガイダンス，担任制，学習成果の状況の組織的把握と対応，学習計画の指導，能力別クラス分け，基礎学力不足の学生に対する指導，助言が行われている


ことを確認する。 


・通信教育を行う課程を置いている場合は，そのための履修指導の体制を組織として整備し，指導，助言が行われていることを確認する。 


・授業科目への学術の発展動向（担当教員の研究成果を含む。）の反映，他学部の授業科目の履修，編入学や秋期入学への配慮，修士（博士前期）課程教育


との連携，国内外の他大学との単位互換・交換留学制度の実施，ダブル・ディグリー制度の導入等の取組を積極的に行っている場合は，その状況について


も確認する。 


 


・履修指導の実施状況（別紙様式５－１） 


（北陸先端科学技術大学院大学）                                                         平成 30 年度実績 


取組 実施組織 実施状況 


全学オリエンテーション 全学 入学時（４月） 


教務・学生生活ハンドブック 全学 入学時の全学オリエンテーションで配付・説明 


複数指導教員制 


 


全学 学生１人に対して，主任研究指導教員（本学），副主任研究指導教員（金沢大学）が教育・


研究の指導に当たることにより，両大学の教員が連携して研究指導を行う体制を確保し，


学生個人ごとにきめ細やかな指導を行う。また，副主任研究指導教員（金沢大学）は，ラ


ボローテーション等の機会を利用して指導を行うが，特に，配属後（年内），中間発表会


前，最終発表会前の少なくとも３回は直接，面談による指導を行い，所定の様式に面談記


録を残すこととしている。 


授業科目への学術の発展動向の反映 


 


全学 専門科目における「共通科目」，「生命科学系科目」，「材料科目系科目」，「社会シ


ステム科学系科目」は，各教員の専門性を背景にした授業科目であり，最先端の研究を


反映した内容としている。また，融合科学共同専攻では，金沢大学の開講科目から計10


単位以上を修得することを必須としている。 







別紙様式５－１ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


他専攻科目履修 


 


研究科 分野融合を志向した教育を行っていることから，他専攻履修についても４単位の範囲内


で修了要件に含むこととしている。 


秋入学への配慮 


 


研究科 入学者数の状況により，10月入学にも対応することしている。また，全ての授業科目を


対象にクォーター制を導入している。 


 


（金沢大学）                                                                   平成 30 年度実績 


取組 実施組織 実施状況 


新入生オリエンテーション 新学術創成研究科 開催日 平成 30 年４月６日 


参加者 13 名（金沢大学本籍の全入学者） 


内 容 資料やガイドブックを配布し，それらに基づき，修了要件の説明や履修指導，学


生生活に関する説明。 


複数指導教員制 


 


研究科 全ての学生に対し，１人ずつに，本籍大学から選任する主任研究指導教員，相手大学から


選任する副主任指導教員が教育・研究の指導に当たることにより，両大学の教員が連携し


て研究指導を行う体制を確保し，学生個人ごとにきめ細やかな指導を行う。また，副主任


研究指導教員は，ラボローテーション等の機会を利用して指導を行うが，特に，配属後（年


内），中間発表会前，最終発表会前の少なくとも３回は直接，面談による指導を行い，所定


の様式に面談記録を残すこととしている。 


授業科目への学術の発展動向の反映 


 


研究科 専門科目は，各教員の専門性を背景にした授業科目であり，最先端の研究を反映した内


容としている。 


他研究科科目履修 


 


研究科 分野融合を志向した教育を行っていることから，他研究科履修についても４単位の範囲


内で修了要件に含むこととしており，平成30年度は，５人の学生が他研究科履修を行


い，６科目15単位を修了要件に含む単位として認定した。 


秋入学への配慮 


 


研究科 両大学において10月入学者向けのスケジュールを申し合わせており，学修に支障が出な


いように配慮している。平成30年度は，10月入学者はいない。 


 








別紙様式５－２ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


基準５ 学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていること 


分析項目５－２ 学生のニーズに応え得る学習相談の体制を整備し，助言，支援が行われていること 


【分析の手順】 


・オフィスアワーの設定，ネットワークを活用した学習相談等，各大学固有の事情等に応じて，学習相談，助言等の学習支援が行われているかについて確


認する。 


・通信教育を行う課程を置いている場合は，学習相談の体制を整備し，学習相談，助言等の学習支援が行われていることを確認する。 


 


・学習相談の実施状況（別紙様式５－２） 


（北陸先端科学技術大学院大学）                                                          平成 30年度実績 


取組 実施組織 実施状況 


チュートリアルアワー 全学 


 １単位45時間の単位制度の趣旨を徹底させるため，各科目週２回の集中的な講義を実施している本


学では，専門的な授業は基本的に午前中のみ開講とし，午後からの時間は個別指導を行うためのチュ


ートリアルアワーや講義の予習・復習・自己研究を行うための自主的活動時間，語学講義等の時間に


あてている。 


 チュートリアルアワーは，講義内容や日々の研究内容に疑問を持っている学生に対して，教員が積


極的に対応する制度で，３限の時間帯をこれにあて，各教員やＴＡ（ティーチングアシスタント）が，


学生からの質疑にきめ細やかに対応することで，理解力の向上を手助けしている。 


タブレット型端末の貸与 石川キャンパス 


平成28年度入学者（社会人コースを除く。）から希望する学生にタブレット型端末を貸与しているほか，学生


寄宿舎のネットワークもキャンパスネットワークの一部となっている。学生はこのネットワーク環境を活用し，研


究活動だけでなく，教員への質問や資料の閲覧，電子教材の利用といった学習活動や履修登録などの手続


きを行っている。 







別紙様式５－２ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


遠隔教育システム 全学 


情報社会基盤研究センターにおいて，遠隔教育システム(講義アーカイブシステム，テレビ会議システム


等）を整備し，対面講義や研究室紹介の収録・配信のほか，遠隔会議や遠隔セミナーの支援等の取組を実


施するとともに，その利用促進を図っている。 


研究室配属 


 
全学 


教育・研究指導体制として，まず１年次４月に研究室導入配属（仮配属）によりアドバイザーとなる


教員（本学）に配属する。その後１年次６月下旬を目途に，研究室展開配属（本配属）により主任研


究指導教員（本学）を決定する。その後，１年次９月を目途に副主任研究指導教員（金沢大学）を決


定する。これにより，両大学の教員が連携して研究指導を行う体制を確保し，学生個人ごとにきめ細


やかな指導を行う。また，副主任研究指導教員（金沢大学）は配属後（年内），中間発表会前，最終発


表会前の少なくとも３回は直接，面談による指導を行い，所定の様式に面談記録を残すこととしてい


る。 


学長との懇談会 全学 


学習支援に関する学生のニーズを組織的に把握する取組として，教育・研究・学生生活に関して学生が学


長に直接，自由に意見を述べることができる場である「学長との懇談会」を年１回開催し，学生の意見を学長


が直接聴取している。 


なんでも相談室 全学 博士後期課程学生による「なんでも相談室」を設置し，学生の観点からの学習相談体制を整えている。 


 


（金沢大学）                                                                   平成 30年度実績 


取組 実施組織 実施状況 


オフィスアワー 全学 
 各授業科目の担当教員は，特定の時間をオフィスアワーを設けるか，メール等での質問を受け付け，


授業内でアナウンスするなどし，学生が講義等に関する質問をしやすい環境を整えている。 


研究連携協力教員 新学術創成研究科 


本学では，学生１名につき，１名，他の指導教員や学生に対し，研究指導環境全体に関する相談，助言を


行う研究連携協力教員を配置している。新学術創成研究科では，研究連携協力教員が，手順書に従い，少


なくとも年２回の面談を行っている。研究連携協力教員は，学生の専門とは違う分野の教員を指導教員とは別







別紙様式５－２ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


に配置するようにし，学習相談のみならず，日常生活や研究環境を含めた相談ができるような体制を整えてい


る。平成30年度においても，全学生に対し，1名ずつ研究連携協力教員を配置し，全員が２回の面談を行っ


た。 


 





		基準５　学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていること

		分析項目５－２　学生のニーズに応え得る学習相談の体制を整備し，助言，支援が行われていること








別紙様式５－３ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


基準５ 学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていること 


分析項目５－３ 社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組を実施していること 


【分析の手順】 


・インターンシップ等の実施状況を確認する。 


・その他教育課程の目的に応じた取組を確認する。 


 


・社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組（別紙様式５－３） 


（北陸先端科学技術大学院大学）                                                          平成 30年度実績 


取組 実施組織 実施状況 


キャリア形成・就職支援行事 全学 就職対策セミナーや各種ガイダンス，SPI 模擬試験や面接トレーニングの実施等，様々なキャリア


形成・就職支援行事を開催するとともに，全学生に周知している。 


キャリア形成活動費支援 全学 学生一人ひとりのキャリア目標の実現を支援するため，キャリア形成関連の企業説明会・セミナ


ー，講演会等への参加に係る経費を支援している。 


インターンシップ 


 


全学 企業等（国内外の民間企業，公的研究機関等）でのインターンシップについては，正課化し，必


修科目としている。 


企業等でのインターンシップ（就業体験を含むものに限る）の参加に際しては事前に申請すること


としており，これにより大学公認のものとして位置づけるとともに，参加状況の把握に努めている。 


インターンシップ助成制度 


 


全学 プロジェクトを自ら企画し，遂行及び達成する能力を持つ高度な科学者・技術者を育成するた


め，インターンシップに係る経費の助成を行っている。 


英語教育・研修プログラム 


 


全学 国際的に活躍できる人材を養成するため，グローバルコミュニケーションセンターでは，学生の英


語によるコミュニケーション能力等の向上を目的とした独自の教育・研修プログラムを提供してい


る。英語については，全ての学生が，修了までに TOEIC スコア 600 点超を達成することを目標と


し， TOEIC IP テストを入学時と翌年度 10 月に必ず受験することとしている。 







別紙様式５－３ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


 


 


 


（金沢大学）                                                                   平成 30年度実績 


取組 実施組織 実施状況 


インターンシップ 


 


新学術創成研究科 企業等でのインターンシップについては，必修科目としており，平成30年度には，11名が単位修


得した。また，講義科目として行うインターンシップについては，交通費の補助を行っており，４名


が利用した。 


授業以外で行う企業等でのインターンシップ（就業体験を含むものに限る）の参加については，


事前に届け出ることとしており，これにより大学正課のものとして位置づけ，13名が述べ30か所に


おいてインターンシップを行った。 


キャリア形成イベントの実施 全学 各種就職説明会等のキャリア形成イベントを開催するとともに，全学生に周知している。 


起業に関する科目 新学術創成研究科 実際に起業した者等から実例を学ぶ「起業家への道」，特許活用，知財マネージメント，技術開


発投資，技術移転などの知財関係を学ぶ「起業家の中核技術と戦略」等の起業に関連する科目


を基幹教育科目として設け，選択必修科目としている。平成 30 年度に入学した 13 名全員が「起


業家への道」又は「起業家の中核技術と戦略」を履修し，単位修得した。 


英語能力試験義務化 


  


全学 国際的に活躍できる人材を養成するため，本学では，博士前期課程・修士課程学生に対し，


TOEIC（公開テスト，IP），TOEFL などの英語能力試験受験を義務化しており，平成 30 年度中に


8 名が受験した。 


 


 





		基準５　学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていること

		分析項目５－３　社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組を実施していること








別紙様式５－４ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


基準５ 学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていること 


分析項目５－４ 障害のある学生，留学生，その他履修上特別な支援を要する学生に対する学習支援を行う体制を整えていること 


【分析の手順】  


・履修上特別な支援を要する学生への学習支援については，あらかじめこれらの学生の人数等に関するデータを把握した上で，各大学固有の事情等に応じ


て行われている学習支援の実施状況について確認する。 


・特に障害のある学生については，関係法令の趣旨を考慮して確認する。 


・その他履修上特別な支援を行うことが必要と考えられる学生が現在在籍していない場合でも，各大学固有の事情等に応じて学習支援を行うことのできる


状況にあるかについて確認する。 


 


・履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況（別紙様式５－４） 


（北陸先端科学技術大学院大学）                                                          平成 30年度実績 


対象 実施組織 実施状況 


障害のある学生 全学 ・学生相談室・障害をもつ学生の支援体制 


（本学ウェブサイト https://www.jaist.ac.jp/studentlife/institution/healthcare.html） 


・国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学障害を理由とする差別の解消の推進に関する役職員対応


要領 


（本学ウェブサイト http://www.jaist.ac.jp/studentlife/data/yakusyokuin-taiou.pdf） 


留学生 全学 ・全文和英併記の教務・学生生活ハンドブック，英語版のシラバス及び履修案内を作成 


・講義の英語化を進めており，英語による科目のみの受講による学位取得が可能 


・学生宛の電子メールは全て日本語と英語を併記 


・「外国人留学生チューター制度」（入学後１年以内の留学生に対して，教育及び研究の指導，日本


語の指導並びに学生生活及び日常生活の支援を行う“チューター”を最長１年間配置できる制度）


を設けており，指導教員が必要と判断した留学生には在学生のチューターを配置 



https://www.jaist.ac.jp/studentlife/institution/healthcare.html

http://www.jaist.ac.jp/studentlife/data/yakusyokuin-taiou.pdf





別紙様式５－４ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


・日本での就職及び日系企業への就職を希望する留学生への支援として，グローバルコミュニケーシ


ョンセンターでは，日本語入門から科学技術やビジネス分野でのコミュニケーションのための日本


語スキルを体系的に修得できる授業科目を提供している。同様に英語についても，基礎英語から科


学技術分野でのテクニカルコミュニケーションにいたるまで，英語スキルを体系的に修得できる科


目を提供し，多様な学生のニーズに応える支援を実施している。 


その他履修上特別な支援を要する学生 


 特になし（現状では想定していないが，必要に応じて対応する。） 


 


（金沢大学）                                                                   平成 30年度実績 


対象 実施組織 実施状況 


障害のある学生 新学術創成研究科 ・入学試験受験前に事前に相談を行っている。平成30年度は実績なし。 


全学 ・障がいをもつ学生の支援体制（障がい学生支援室） 


（本学ウェブサイト：https://www.kanazawa-u.ac.jp/campuslife/livelihood/disabilities） 


・国立大学法人金沢大学における障がいを理由とする差別の解消の推進に関する対応要領 


・障がいを理由とする差別の解消の推進に関する対応要領における留意事項 


（本学ウェブサイト：https://www.kanazawa-u.ac.jp/university/corporation/syougai_kaisyou） 


留学生 全学 ・留学生の生活に関する基本的な事項を日英併記でまとめたガイドブックを作成している。 


・「外国人留学生チューター制度」（原則として入学後１年以内の留学生に対して，個別の課外指導


補助を行う“チューター”を入学後１年間配置できる制度）を設けており，指導教員が必要と判断


した留学生には在学生のチューターを配置。また，教育上特に必要があると認められる場合は，配


置期間の延長も可能となっている。 


・信州大学との共同事業である「『かがやき・つなぐ』北陸・信州留学生就職支援プログラム」にお


いて，国内企業及び地元企業への就職を希望する留学生への支援として，「ビジネス日本語教育」，



https://www.kanazawa-u.ac.jp/campuslife/livelihood/disabilities

https://www.kanazawa-u.ac.jp/university/corporation/syougai_kaisyou





別紙様式５－４ 


北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 融合科学共同専攻 


金沢大学 新学術創成研究科 融合科学共同専攻 


「キャリア教育」，「協働インターシップ」からなる教育カリキュラムを設け，高い日本語能力や，


高度な専門知識と技術を修得できる授業科目を提供している。 


・在籍するすべての留学生を対象とした総合日本語プログラムを開講し，学習者が自身の日本語レベ


ルと目的に応じて，大学での日常生活，大学での講義やゼミナ―ル，研究に必要な日本語力を身に


つけるとともに，日本語学習を通して，日本の社会や文化への理解を深めることができるよう支援


している。 


・留学生が日本の文化や社会を体験または講義を通して学ぶことを目的に，「日本文化・社会学習」


科目を開講している。科目の履修を通じて，留学生と日本人学生が，日本の伝統文化や社会に触れ，


知識と体験の両面から共に理解を深めることのできる，共同学習の場となっている。 


・留学生ラーニング・コンシェルジュ（LeCIS=Learning Concierge for International Students)制


度を設け，金沢大学の大学院生に留学生対象を対象とした対面での学修支援及び附属図書館業務の


補助を行わせ，自学自習の充実及び学修の質の高度化を図っている。 


その他履修上特別な支援を要する学生 


 
・社会人学生の入学実績はないが，大学院設置基準第 14 条による特例，長期履修制度などを設けて


いる。 
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